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鵜木研究室 構成員・研究体制

准教授：鵜木祐史

助教：宮内良太

研究補助員（2名）

博士後期課程（3名）

博士前期課程（12名）（うち東京サテライト1名）

修了生：15名（2006年～） 赤木研（7名）

共同研究者：

 Dr. Xugang Lu (NICT)
 Prof. Roy D. Patterson (Univ. Cambridge)
 Prof. Dr.-Ing. habil. Rüdiger Hoffmann (TUD) 
 Dr.-Ing. Rico Petrick (Tech. Univ. Dresden)



Masashi Unoki, Ph.D

Master/Ph.D @ JAIST (Prof. Akagi) (1994-1999)
 Visiting Researcher @ ATR-HIP (Prof. Irino) (1999-2000)

 Visiting Researcher @ Cambridge Univ. (2000-2001)
 Associate@JAIST (2001-2005)
 Associate Prof. @JAIST (2005- )



人間情報G／音情報処理の研究ターゲット

 基本路線
 話す・聞くは人間の営み → 人間を知り，そして，営みを記述するこ

とで，高度の音声処理システムの実現を目指す

 研究範囲：音声知覚，聴覚信号処理，音声生成

鵜木研究室
＜赤木研究室と一緒に活動＞



音環境ディバイドレス・パンフレットより抜粋



音環境ディバイドレス・パンフレットより抜粋



学外プロジェクト研究 聴覚フィルタバンクの構築
（ATR／ケンブリッジ）

独立研究プロジェクト研究

聴覚特性の測定＋聴覚フィルタバンクの構築

残響音声回復研究プロジェクト

骨導音声コミュニケーション

電子透かし

キーワード

・聴覚特性
・聴覚モデル
・カクテルパーティー効果
・選択的聴取
・CASA
・音の情報表現
・分離・融合
・変調伝達関数と音声明瞭度
・残響・雑音除去
・残響時間／STI逆推定
・電子音響透かし
・マルチメディア情報ハイディング

赤木教授との共同研究

歌声合成／報知音知覚／音源分離／認識
非言語音声（SCOPE)／聴覚フィードバック

科研費・若手Ｂ／若手A → JST「つなぐしくみ」

SCOEP, 矢崎財団特定研究

科研費・挑戦的萌芽→基盤研究Ｂ

1994 20011999 2003 20051997 20082007 2010 2011

科学技術振興調整費（若手支援プログラム）

JSPS特別研究員（ＤＣ２） ／ JSPS特別研究員（ＰＤ）

修士・博士研究 二波形分離問題の解明（聴覚の計算理論の構築）



プロジェクト

Physiology

Psycho-
acoustics

Info.
Science

聴覚的信号処理
聴覚モデル化 音（音声）

信号処理

＊電子音響透かし
＊周波数選択性

＊骨導音声回復

＊聴覚フィルタバンク

＊蝸牛モデル



聴覚的信号分析技術の確立

定Qフィルタバンク vs.  短時間フーリエ変換
(ウェーブレット変換） （窓関数による切取り）

窓長：短

窓長：長

工学的利用基底膜応答の近似表現

/aikawarazu/

線形フィルタバンク



時間

マスカー
マスキー

時間

時間

(1) 同時マスキング

(2) 順向性マスキング

(3) 逆向性マスキング

30

60

50                0     0                50 ms

マスキング量 (dB)

順向性逆向性

ある音（マスキー）が妨害音（マスカー）によって聞
き取り難くなること

マスキング特性⇒フィルタバンクの構築

音圧レベルの時間的な変動
に伴うフィルタ形状変化

レベルの周波数方向での違いに
伴うフィルタ形状の変化



マスキング実験

実験環境の整備



Prediction of speech intelligibility based on the 
Modulation Transfer Function (MTF)

（Hautgast et al., 1980)

変調伝達関数に基づいた信号処理

残響



残響音声回復のデモ

パワーエンベロープ回復処理
キャリア再生成処理
⇒ブラインド回復法の提案

(Unoki et al., 2004)
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22 )(   )( tete yx 

オリジナル
残響音声

オリジナル
残響回復音声

回復前

回復後

(a) 原音声

(b) 残響音声

(c) 回復音声



室内音響特性のブラインド推定



結果（STI）

Quality  SIT
Bad:      0.0-0.45
Fair:     0.45-0.6
Good:   0.6-0.75
Excel.:  0.75-1.0

★多目的ホール
○クラシック

コンサートホール
□その他（教室など）



マルチメディア情報ハイディング



電子音響透かし

オリジナル
ディジタル音楽コンテンツ

透かし

透かし入り音楽

知覚不可能

DRM 
（著作権管理）

100 bps

4 bps

提案法周期的位相変調法エコーハイディング法

100 bps

4 bps

提案法周期的位相変調法エコーハイディング法

Original

10 bps

300 bps

Echo hiding      Periodic PM  Proposed

蝸牛遅延特性 →



音声信号への情報ハイディング

Speech database for intelligibility tests: 320 stimuli
(2 males and 2 females, 4 familiarities, 20 sets)


